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要約

本標準は JT-H323（パケットに基くマルチメディア通信システム）網におけるメッセージウェイティング通知
付加サービス（SS-MWI）に関する手順およびシグナリングプロトコルについて記述する。

SS-MWIはサービス対象ユーザＡにメッセージウェイティング通知を送ることを可能にする付加サービスであ
り、またメッセージウェイティング通知を中断することも可能にする。またサービス対象ユーザはすべての

メッセージウェイティング通知に対する問い合わせをメッセージセンタに行うことが許されてもよい。

本標準の手順およびシグナリングプロトコルは ISO/IEC 15505および ISO/IEC 15506で指定されているメッセ
ージウェイティング通知付加サービスに基いている。

本標準は標準 JT-H450.1で定義されている「JT-H323 の付加サービス実現のための汎用機能プロトコル」を使
用する。

1. 適用範囲

本標準は、JT-H323 マルチメディアエンドポイントに適用可能なメッセージウェイティング通知付加サービ
ス（SS-MWI）について記述する。SS-MWIは ISO/IEC 15505および ISO/IEC 15506で規定されている私設総合
サービス網（PISN）の同等の付加サービスに基いている。

2. 参照している標準

 以下に示す ITU-T 勧告、TTC 標準および他の参考文献は本標準を構成する規定を含み、本標準の本文中から
参照されている。本標準発行時には以下に示す版数が有効であった。全ての勧告／標準およびその他の参考

文献は改訂されることがあるため、本標準を使用する場合には以下に挙げた勧告／標準およびその他の参考

文献について最新版の適用可能性を調査することが望ましい。最新版の ITU-T勧告および TTC標準のリスト
は定期的に出版されている。

[1]  ISO/IEC 15505, Information Technology - Private Integrated Services Network (PISN) - Specification, Functional
Model and Information Flows - Message Waiting Indication Supplementary Service (MWISD).

[2]  ISO/IEC 15506, Information Technology - Private Integrated Services Network (PISN) - Inter-Exchange Signalling
Protocol – Message Waiting Indication Supplementary Service (QSIG-MWI).

[3]  TTC標準 JT-H225.0 Version 2(1998) - サービス品質非保証型 LANでのメディアストリームのパケット化お
よび同期化

[4]  ITU-T Recommendation H.235 (1998) - Security and Encryption for H Series (H.323 and other H.245 based) Mul-
timedia Terminals.

[5]  TTC標準 JT-H245 Version 3(1998) - マルチメディア通信のための制御プロトコル

[6]  TTC標準 JT-H323 Version 2(1998) - パケットに基づくマルチメディア通信システム

[7]  TTC標準 JT-H450.1(1998) - JT-H323における付加サービス実現のための汎用機能プロトコル

3. 用語と定義

本標準の目的のために以下の定義が適用される。

（補足）なお、本標準において ASN.1で定義される用語については原則として原文を使用することとする。
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メッセージセンタ（Message Centre）

メッセージウェイティング通知の開始、停止を要求するエンティティ。メッセージウェイティング通知

（MWI）によって与えられるメカニズムを使用してコールバック要求が発行されたとき、発信ユーザはメッ
セージセンタとして動作する。

メッセージセンタエンドポイント（Message Centre endpoint）

メッセージセンタのために JT-H323 シグナリングを取り扱うエンドポイント。例えば JT-H323 ネットワーク
に直接接続しているようなメッセージセンタそのものでもよいし、発信ユーザエンドポイントでもよいし、

あるいはゲートウェイであってもよい。

メッセージウェイティング通知（Message Waiting Indication）

サービス対象ユーザへのメッセージが待機状態になっているときのサービス対象ユーザへの通知。

サービス対象ユーザ（Served User）

メッセージセンタによって開始されたときメッセージウェイティング通知が送られるユーザ。

注 - 通知はランプ、音、表示などによって行われるであろう。これは本標準の適用範囲外である。

4. 略語

本標準のために、以下の略語を使用する。

APDU Application Protocol Data Unit

アプリケーション・プロトコル・データユニット

ASN.1 Abstract Syntax Notation No. 1

抽象構文記法 1

GK Gatekeeper

ゲートキーパー

MWI Message Waiting Indication

メッセージウェイティング通知

NFE Network Facility Extension

拡張ネットワークファシリティ
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SDL Specification and Description Language

仕様記述言語

UTC Coordinated Universal Time (also known as Greenwich Mean Time)

世界標準時（グリニッジ標準時としても知られている）

5. 序文

メッセージウェイティング通知付加サービスは、ユーザに「待機メッセージがある」ことを通知する汎用的

メカニズムを提供する。音声メール、ファックスやテレテックス等さまざまなメッセージタイプをサポート

する。

その最も単純な形式のうちの 1 つは、ウェイティングメッセージがあるとき、メッセージセンターはサービ
ス対象ユーザに通知を送り、ランプ等が点灯するというものである。

通知メカニズムによって提供された追加情報は、サービス対象ユーザに対してウェイティングメッセージ数、

メッセージ種別、メッセージの主題、最も高いプライオリティ・メッセージのプライオリティを知らせるこ

とができる。

通常エンドポイントが汎用コンピュータと直接連結されている JT-H323 環境では、自動的にメッセージ取得
を行うようなアプリケーションが考えられる。

SS-MWIはエンドポイントがサービス対象ユーザに対してコールバック要求を発行することを可能にするメカ
ニズムも提供する。

SS-MWI によって提供された問い合わせのメカニズムはサービス対象ユーザがメッセージセンタあるいは
MWI 開始が適用されている Gatekeeper/proxy に対して照会することを可能にする。典型的なこのメカニズム
の使用方法は、エンドポイントがサービスに復帰したとき、サービス対象ユーザーがサービス対象外の間に

変化したかもしれないMWIの状態を再構築することである。

6. SS-MWIサービス概要

6.1 概要

SS-MWIはサービス対象ユーザに対してメッセージウェイティング通知が送られるようにすることを可能にし、
またメッセージウェイティング通知が中断されることを可能にする。メッセージウェイティング通知の開始

が、サービス対象ユーザに対するコールバック要求を送るために使われてもよい。

このサービスはサービス対象ユーザに対してストアされたメッセージウェイティング通知に問い合わせるた

めにオプションを含む。

サービス対象ユーザはメッセージウェイティングがある基本サービス毎に各MWIを受信することが出来る。

注 - メッセージウェイティングがある基本サービスは通常そのメッセージを取得するために使用される基本
サービスである。
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6.2 通常手順

6.2.1 開始、停止、問い合わせ

SS-MWIを開始させるために、メッセージセンタはエンドポイントアドレスとメッセージウェイティングのあ
る基本サービスを提供しなければならない。そして実装者オプションとして以下に示す情報の組み合わせを

追加してもよい：メッセージセンタの識別子；その基本サービスのサービス対象ユーザに対するウェイティ

ングメッセージ数；そのメッセージを残したユーザアドレス；メッセージが残された時間；その基本サービ

スのために待機している最も高いプライオリティ・メッセージのプライオリティ。SS-MWIは指定した基本サ
ービスのメッセージウェイティング数が変化するときはいつでも再度開始されてもよい。

また、サービス対象ユーザが指定されたエンドポイントに対してコール（コールバック）の開始要求をする

ために SS-MWI開始を使用することが可能である。

SS-MWIを停止するために、メッセージセンターはエンドポイントアドレスと、もはやいかなるメッセージウ
ェイティングも存在しないこと示す基本サービスを提供しなければならない。

開始の結果、MWIはサービス対象ユーザに送られなければならない。MWIはメッセージセンタによって提供
されているならばメッセージウェイティングについての情報を含んでもよい。停止の結果、サービス対象ユ

ーザでのMWIは関連した基本サービスのために中断されなければならない。

メッセージセンタがサービス対象ユーザでの SS-MWI を開始させるあるいは停止させるとき、容認通知を供
給されなければならない。

サービス対象ユーザが特定の基本サービスの SS-MWI を問い合わせするとき、メッセージセンタはサービス
対象ユーザにその基本サービスの SS-MWI が開始されているかどうかの通知を行わなければならず、実装者
オプションとして以下の情報を付加してもよい。

− メッセージセンタ識別子;

− 待機メッセージ数;

− メッセージを残したユーザのアドレス;

− メッセージが残された時間;

− 最も高いウェイティングメッセージのプライオリティ.

 サービス対象ユーザがすべての基本サービスの SS-MWI を問い合わせするとき、メッセージセンタはサービ
ス対象ユーザに SS-MWI が開始されている基本サービスのリストを提供しなければならない。そして、実装
者オプションとして、各基本サービスのために上記に列挙した追加情報を提供する。

6.2.2 インボケーションおよび処理

 適用除外

6.3 例外手順

6.3.1 開始、停止、問い合わせ

サービス対象ユーザが SS-MWI の開始も停止も受け取ることができないならば、メッセージセンターは知ら
されなければならず、また、理由を与えられてもよい。メッセージセンターが問い合わせを受けることがで

きないならば、サービス対象ユーザは知らされなければならなず、また、理由を与えられてもよい。

6.3.2 インボケーションおよび処理

 なし
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7. SS-MWI がサポートするシグナリングプロトコル

7.1  SS-MWIコーディング要求

7.1.1 JT-H450.1付加サービス

 TTC 標準 JT-H450.1 で定義されているように、メッセージウェイティング通知の APDU は呼制御およびファ
シリティメッセージ中のユーザ･ユーザ情報要素に含まれて転送される。メッセージウェイティング通知のオ

ペレーションはオペレーションの節に記述する。

 オペレーションの節で定義されたオペレーションの Invoke APDUを運んでいるとき、NFE の destinationEntity
データ要素は値"endpoint"を含まなければならない。

 オペレーションの Invoke APDU が mwiActivate, mwiDeactivate, および mwiInterrogate を含むとき、interpreta-
tion APDU は省略されなければならない。これは、暗黙のうちに rejectAnyUnrecognizedInvokePDU のinterpre-
tation  APDUを指定することを示す。

7.1.2 オペレーション

 ASN.1（抽象構文記法１）で定義した下記オペレーションを適用しなければならない。

 
Message-Waiting-Indication-Operations
{itu-t recommendation h 450 7 version1(0) message-waiting-operations(0)}

DEFINITIONS AUTOMATIC TAGS ::=

BEGIN

IMPORTS OPERATION, ERROR FROM Remote-Operations-Information-Objects
 {joint-iso-itu-t remote-operations(4) informationObjects(5) version1(0)}

EXTENSION, Extension{} FROM Manufacturer-specific-service-extension-definition
{itu-t recommendation h 450 1 version1(0) msi-definition(18)}

userNotSubscribed, invalidServedUserNumber, basicServiceNotProvided
FROM H4501-General-Error-List
{itu-t recommendation h 450 1 version1(0) general-error-list(1)}

EndpointAddress FROM Addressing-Data-Elements
{itu-t recommendation h 450 1 version1(0) addressing-data-elements(9)}

MixedExtension FROM Call-Hold-Operations
{itu-t recommendation h 450 4 version1(0) call-hold-operations(0)};

H323-MWI-Operations OPERATION ::= {mwiActivate | mwiDeactivate | mwiInterrogate }

mwiActivate OPERATION ::=
{
ARGUMENT MWIActivateArg
RESULT DummyRes
ERRORS { userNotSubscribed | invalidServedUserNumber |

basicServiceNotProvided | undefined }
CODE local: 80
}

mwiDeactivate OPERATION ::=
{
ARGUMENT MWIDeactivateArg
RESULT DummyRes
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ERRORS { userNotSubscribed | invalidServedUserNumber |
basicServiceNotProvided | undefined }

CODE local: 81
}

mwiInterrogate OPERATION ::=
{
ARGUMENT MWIInterrogateArg
RESULT MWIInterrogateRes
ERRORS { userNotSubscribed | invalidServedUserNumber | 

notActivated | invalidMsgCentreId | undefined}
CODE local: 82
}

MWIActivateArg ::= SEQUENCE
{
servedUserNr EndpointAddress,
basicService BasicService,
msgCentreId MsgCentreId OPTIONAL,
nbOfMessages NbOfMessages OPTIONAL,
originatingNr EndpointAddress OPTIONAL,
timestamp TimeStamp OPTIONAL,
priority INTEGER (0..9) OPTIONAL,
-- 0はははは最最最最高高高高、、、、9はははは最最最最低低低低のののの優優優優先先先先順順順順位位位位をををを示示示示すすすす
extensionArg SEQUENCE SIZE(0..255) OF MixedExtension OPTIONAL,
...
}

DummyRes ::= SEQUENCE SIZE(0..255) OF MixedExtension

MWIDeactivateArg ::= SEQUENCE
{
servedUserNr EndpointAddress,
basicService BasicService,
msgCentreId MsgCentreId OPTIONAL,
callbackReq BOOLEAN OPTIONAL,
extensionArg SEQUENCE SIZE(0..255) OF MixedExtension OPTIONAL,
...
}

MWIInterrogateArg ::= SEQUENCE
{
servedUserNr EndpointAddress,
basicService BasicService,
msgCentreId MsgCentreId OPTIONAL,
callbackReq BOOLEAN OPTIONAL,
extensionArg SEQUENCE SIZE(0..255) OF MixedExtension OPTIONAL,
...
}

MWIInterrogateRes ::= SEQUENCE SIZE(1..64) OF MWIInterrogateResElt

MWIInterrogateResElt ::= SEQUENCE
{
basicService BasicService,
msgCentreId MsgCentreId OPTIONAL,
nbOfMessages NbOfMessages OPTIONAL,
originatingNr EndpointAddress OPTIONAL,
timestamp TimeStamp OPTIONAL,
priority INTEGER (0..9) OPTIONAL,
-- 0はははは最最最最高高高高、、、、9はははは最最最最低低低低のののの優優優優先先先先順順順順位位位位をををを示示示示すすすす
extensionArg SEQUENCE SIZE(0..255) OF MixedExtension OPTIONAL,
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...
}

MsgCentreId ::= CHOICE
{
-- partyNumberははははココココーーーールルルル可可可可能能能能識識識識別別別別子子子子をををを示示示示すすすす
integer INTEGER (0..65535),
partyNumber EndpointAddress,
numericString NumericString (SIZE (1..10))
}

NbOfMessages ::= INTEGER (0..65535)

TimeStamp ::= GeneralizedTime (SIZE (12..19))
-- 以以以以下下下下にににに示示示示すすすすISO8601にににに含含含含ままままれれれれるるるる印印印印刷刷刷刷可可可可能能能能なななな日日日日時時時時のののの文文文文字字字字列列列列表表表表現現現現
-- - 8桁桁桁桁のののの（（（（ロロロローーーーカカカカルルルル））））日日日日付付付付 (YYYYMMDD);
-- - 続続続続いいいいてててて4ままままたたたたはははは6桁桁桁桁のののの（（（（ロロロローーーーカカカカルルルル））））時時時時間間間間  (HHMM[SS]),
-- - 続続続続いいいいててててオオオオププププシシシショョョョンンンンととととししししてててて文文文文字字字字"Z" ああああるるるるいいいいはははは
-- - 5桁桁桁桁ののののタタタタイイイイムムムムゾゾゾゾーーーーンンンン (“+”HHMM or “-”HHMM);
-- 例例例例:
-- 1) 19970621194530, はははは 1997年年年年, 6月月月月21日日日日 19:45:30をををを意意意意味味味味すすすするるるる;
-- 2) 19970621194530Z, はははは1)とととと同同同同じじじじここここととととをををを意意意意味味味味すすすするるるる;
-- 3) 19970621194530-0500, はははは 1)とととと同同同同じじじじここここととととをををを意意意意味味味味しししし、、、、
-- UTC時時時時間間間間よよよよりりりり5時時時時間間間間後後後後れれれれてててていいいいるるるるここここととととをををを示示示示すすすす ,

undefined ERROR ::=
{
PARAMETER SEQUENCE SIZE(0..255) OF MixedExtension 

OPTIONAL TRUE
CODE local: 2002
}

invalidMsgCentreId  ERROR ::=
{ -- メメメメッッッッセセセセーーーージジジジセセセセンンンンタタタタがががが不不不不明明明明ののののととととききききメメメメッッッッセセセセーーーージジジジセセセセンンンンタタタタエエエエンンンンドドドドポポポポイイイインンンントトトト

-- にににによよよよりりりり返返返返さささされれれれるるるる。。。。識識識識別別別別子子子子ははははmwiInterrogate invoke内内内内でででで示示示示さささされれれれるるるる
CODE local: 1018
}

BasicService ::= ENUMERATED
{
-- MWI ササササーーーービビビビスススス:
-- ベベベベンンンンダダダダ間間間間のののの互互互互換換換換性性性性ののののたたたためめめめ、、、、音音音音声声声声メメメメーーーールルルル表表表表示示示示はははは speechがががが推推推推奨奨奨奨さささされれれれるるるる
allServices (0),
speech (1),
unrestrictedDigitalInformation (2),
audio3100Hz (3),
telephony (32),
teletex (33),
telefaxGroup4Class1 (34),
videotexSyntaxBased (35),
videotelephony (36),
telefaxGroup2-3 (37),
reservedNotUsed1 (38),
reservedNotUsed2 (39),
reservedNotUsed3 (40),
reservedNotUsed4 (41),
reservedNotUsed5 (42),
--
-- MWI ササササーーーービビビビススススククククララララスススス:
email (51),
video (52),
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fileTransfer (53),
shortMessageService (54),
speechAndVideo (55),
speechAndFax (56),
speechAndEmail (57),
videoAndFax (58),
videoAndEmail (59),
faxAndEmail (60),
speechVideoAndFax (61),
speechVideoAndEmail (62),
speechFaxAndEmail (63),
videoFaxAndEmail (64),
speechVideoFaxAndEmail (65),
multimediaUnknown (66),
serviceUnknown (67),
--
-- 将将将将来来来来追追追追加加加加ののののたたたためめめめのののの予予予予備備備備:
futureReserve1 (68),
futureReserve2 (69),
futureReserve3 (70),
futureReserve4 (71),
futureReserve5 (72),
futureReserve6 (73),
futureReserve7 (74),
futureReserve8 (75)
}

notActivated ERROR ::=
{
CODE local:  31
}

END  -- メメメメッッッッセセセセーーーージジジジウウウウェェェェイイイイテテテティィィィンンンンググググ通通通通知知知知オオオオペペペペレレレレーーーーシシシショョョョンンンン構構構構造造造造のののの終終終終了了了了
 
7.2 SS-MWI 状状状状態態態態定定定定義義義義

7.2.1 メメメメッッッッセセセセーーーージジジジセセセセンンンンタタタタエエエエンンンンドドドドポポポポイイイインンンントトトトににににおおおおけけけけるるるる状状状状態態態態

 メッセージセンタエンドポイントの手順は以下に示す概念的な状態：すなわちメッセージセンタエンティティ
からの開始／停止要求によって変化する SS-MWI付加サービスコントロールエンティティの状態によって記述
される。

7.2.1.1 MWI-MC-Idle 状状状状態態態態

 開始／停止が進行中ではない状態。メッセージセンタエンドポイントは、mwiInterrogate  Invoke APDUを受け
取る準備が完了している。

7.2.1.2 MWI-MC-Wait 状状状状態態態態

 mwiActivate または mwiDeactivate Invoke APDUを送信した状態。メッセージセンタエンドポイントは、レス
ポンスを待っている。
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7.2.2 サービス対象ユーザの状態

 サービス対象ユーザの手順は、該当サービス対象ユーザの特別な呼非依存シグナリングコネクションと関連
する以下に示すような概念的な状態により記述される。

7.2.2.1 MWI-Ser-Idle状態

 サービス対象ユーザは、mwiActivateまたはmwiDeactivate Invoke APDUを受信する準備ができている。

7.2.2.2 MWI-Ser-Wait状態

 mwiInterrogate Invoke APDUを送信した状態。サービス対象ユーザはレスポンスを待っている。

7.3 タイマ

7.3.1 T1タイマ

 T1 タイマは、MWI-MC-Wait 状態のメッセージセンタエンドポイントで動作する。mwiActivate または
mwiDeactivate Invoke APDUに対するレスポンスが来ない時に備えるために使用する。

 T1タイマの値は、１５秒より短くてはいけない。

7.3.2 T2タイマ

 T2タイマは、MWI-Ser-Wait状態のサービス対象ユーザで動作する。mwiInterrogate Invoke APDUに対するレ
スポンスがない時に備えるために使用する。

 T2タイマの値は、１５秒より短くてはいけない。

7.4 SS-MWIシグナリング手順

 メッセージセンタエンドポイントの手順を示す SDLは、本標準の 9.1節に記されている。

 サービス対象ユーザの手順を示す SDLは、本標準の 9.2節に記されている。

7.4.1 開始/停止

7.4.1.1 メッセージセンタエンドポイントにおける動作

7.4.1.1.1 通常手順

 メッセージセンタエンドポイントエンティティからの開始/停止リクエストの受信では、メッセージセンタエ
ンドポイントは、新しい呼非依存シグナリングコネクションの呼設定メッセージまたは既に確立されている

呼非依存シグナリングコネクションのファシリティメッセージに入れて mwiActivate / mwiDeactivate Invoke
APDU をサービス対象ユーザへ送らなければならない。もし新しい呼非依存シグナリングコネクション開設
されるなら、6.2 節で示した TTC 標準 JT-H450.1 で定義された手順で確立されなければならない。mwiActi-
vate / mwiDeactivate Invoke APDU を送る時、メッセージセンタエンドポイントは、T1 タイマを開始し、
MWI-MC-Wait状態に入らなければならない。mwiActivate / mwiDeactivate Invoke APDUは、サービス対象ユ
ーザのエンドポイントアドレスと開始/停止ができるように基本的サービスが含まれていなければならない。

 メッセージセンタは、いくつかの mwiActivate Invoke APDU や mwiDeactivate Invoke APDU を一つの JT-
H450.1付加サービス APDUに結合させてもよい。

 メッセージセンタエンドポイントはオプションとしてmwiActivate Invoke APDUに以下の情報を含ませてもよ
い。
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- msgCentreId要素にメッセージセンタ識別子

- nbOfMessages要素にサービス対象ユーザメッセージ数

- originatingNr要素にメッセ－ジを残したユーザのエンドポイントアドレス

- timestamp要素にメッセージが残された時間

- Priority要素にサービス対象ユーザの最も高プライオリティのメッセージのプライオリティ

もし、mwiActivate Invoke APDUがサービス対象ユーザへのコールバック要求に使用されたならば、nbOfMes-
sages要素は０にセットされ、また msgCentreId要素は、コールバックをする相手のエンドポイントのアドレス
がセットされなければならない。

MWI-MC-Wait 状態では、mwiActivate か mwiDeactivate の Return Result APDU を受信するとメッセージセン
タエンドポイントは T1タイマを開始し、MWI-MC-Idle状態にならなければならない。

注-メッセージセンタエンドポイントは、メッセージセンタエンティティへ受け取った事を示さなければなら
ない。

メッセージセンタエンドポイントは、サービス対象ユーザへの呼非依存シグナリングコネクションをクリアす

る責任を持つ。これはmwiActivate または mwiDeactivate Return Result APDUを受ける事により起こるかも知
れない。代わりにシグナリングコネクションはそれが適当なら他のアプリケーションのためにシグナリングコ

ネクションを維持してもよい。

7.4.1.1.2 例外手順

MWI-MC-Wait状態では、サービス対象ユーザからmwiActivate / mwiDeactivate Return Error APDUを受け取っ
た時は、メッセージセンタエンドポイントは、T1 タイマを終了し、MWI-MS-Idle 状態に入らなければならな
い。

もし、T1 タイマが満了したら、メッセージセンタエンドポイントは、MWI-MC-Idle 状態に入らなければなら
ない。

注-メッセージセンタエンドポイントはメッセージセンタエンティティが拒否されたことを示すべきである。

7.4.1.2 サービス対象ユーザにおける動作

7.4.1.2.1 通常手順

呼非依存シグナリングコネクション（TTC 標準 JT-H450.1 の 7.2 節で定義している）の転送モードによって
mwiActivate / mwiDeactivate Invoke APDU を受け、開始/停止が可能な時には、サービス対象ユーザは、SS-
MWIを開始/停止してmwiActivate / mwiDeactivate Return Result APDUをメッセージセンタエンドポイントへ
送り、MWI-Ser-Idle状態に留まらなければならない。

注-サービス対象ユーザは、nbOfMessages 要素が０のmwiActivate Invoke APDUを msgCentreId 要素で示され
たエンドポイントへのコールバック要求と考えなければならない。

コールバックとして使用された場合、開始の基本サービスは、通常生成した呼の基本サービスである。JT-
H323においてこれは通常 allservices(0)となり、JT-H245でのストリーム属性のメディアの使用を許可する。

mwiDeactivate Invoke APDUにオプションの callbackReq要素が存在しない時は、サービス対象ユーザは開始し
ている全ての SS-MWIを停止しなければならない。callbackReq要素が示されている時は、callbackReqが
TRUEとなっている時はコールバックのための SS-MWIが停止され、callbackReqが FALSEとなっている時は



－ 11 － ＪＴ－Ｈ４５０．７

コールバックのためではない SS_MWIが停止されなければならない。

7.4.1.2.2 例外手順

mwiActivate / mwiDeactivate Invoke APDUを受信すると開始/停止の要求を受け入れられないならば、サービス
対象ユーザはエラーの値を割り当てた mwiActivate / mwiDeactivate Return Error APDUか Reject APDUを送信
しなければならない。

7.4.2 問い合わせ

7.4.2.1 メッセージセンタエンドポイントにおける動作

7.4.2.1.1 通常手順

MWI-MC-Idle状態において、（TTC標準 JT-H450.1の 7.2節で規定される）呼非依存シグナリングコネクショ
ンの転送モードを用いる mwiInterrogate Invoke APDUを受信した時、問い合わせが可能かつ、メッセージセン
タ識別子も受信した場合にはこれが正しいなら、 メッセージセンタエンドポイントは SS-MWI の状態を獲得
し、mwiInterrogate Return Result APDUをサービス対象ユーザへ返送すると共にMWI-MC-Idle状態に留まらな
ければならない。Return Result APDU に含むことができる情報は、通常手順の節で述べた mwiActivate Invoke
APDUにおいて送信される情報と同様である。

もし mwiInterrogate Invoke APDUにて指定された basicServiceの値が allServicesなら、メッセージセンタはサー
ビス対象ユーザに対し SS-MWIが開始済みであるような基本サービスの一覧を提供し、さらに実装に依存して
基本サービス毎に、mwiActivate Invoke APDU において送信される情報と同様の任意の付加的情報を提供して
もよい。

もしオプションの callbackReq要素が mwiInterrogate Invoke APDUに存在しないなら、メッセージセンタは照合
するすべての SS-MWI開始についての情報を提供しなければならない。もし callbackReq要素が存在するなら、
callbackReq の値が TRUE の場合は照合するコールバックのための SS-MWI 開始の情報が提供され、callback-
Req の値が FALSE の場合は照合するコールバックのためでない SS-MWI 開始の情報が提供されなければなら
ない。

7.4.2.1.2 例外手順

（TTC標準 JT-H450.1の 7.2節で規定される）呼非依存シグナリングコネクションの転送モードを用いるmwi-
Interrogate Invoke APDUを受信した時、問い合わせが不可能か、あるいは不正なメッセージセンタ識別子が含
まれるなら、メッセージセンタエンドポイントはmwiInterrogate Return Error APDUをサービス対象ユーザへ返
送すると共にMWI-MC-Idle状態に留らなければならない。

7.4.2.2 サービス対象ユーザにおける動作

7.4.2.2.1 通常手順

ユーザからの問い合わせ要求を受信すると、サービス対象ユーザは（TTC 標準 JT-H450.1 の 7.2 節で規定され
る）呼非依存シグナリングコネクションの転送モードを用いる mwiInterrogate Invoke APDUをメッセージセン
タエンドポイントへ送信しなければならない。サービス対象ユーザはタイマ T2 を開始して MWI-Ser-Wait 状
態に入らなければならない。mwiInterrogate Invoke APDU はサービス対象ユーザのエンドポイントアドレスお
よび問い合わせが適用される基本サービス、そしてオプションとしてメッセージセンタ識別子を含まなければ

ならない。

MWI-Ser-Wait状態において、mwiInterrogate Return Result APDUを受信すると、サービス対象ユーザはタイマ
T2を停止し、MWI-Ser-Idle状態へ入らなければならない。

注-サービス対象ユーザはユーザへ結果を表示すべきである。
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注-サービス対象ユーザは、nbOfMessages が 0 に等しい mwiInterrogate Return Result APDU 中のMWIInterro-
gateResEltを、msgCentreIdで指定されるエンドポイントへのコールバック要求と見なさなければならない。

サービス対象ユーザは、メッセージセンタエンドポイントへの呼非依存シグナリングコネクションを解除す

る責任がある。mwiInterrogate Return Result APDU を受信した時にそうしても良い。あるいは、もしあれば、
他のアプリケーションのためにシグナリングコネクションを保持しても良い。

7.4.2.2.2 例外手順

MWI-Ser-Wait状態において、メッセージセンタエンドポイントからの mwiInterrogate Return Error APDUを受
信すると、サービス対象ユーザはタイマ T2を停止し、MWI-Ser-Idle状態へ入らなければならない。

もしタイマ T2が満了したら、サービス対象ユーザはMWI-Ser-Idle状態へ入らなければならない。

注-サービス対象ユーザはユーザへ拒否を表示すべきである。.

サービス対象ユーザは、メッセージセンタエンドポイントへの呼非依存シグナリングコネクションを解除す

る責任がある。mwiInterrogate Return Error APDUないし Reject APDUを受信した時、またはタイマ T2の満了
時にそうしても良い。あるいは、もしあれば、他のアプリケーションのためにシグナリングコネクションを

保持しても良い。
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7.4.3 プリミティブ

7.4.3.1 メッセージセンタプリミティブ

表 1/JT-H450.7

メッセージセンタプリミティブ

一般名称 タイプ

要求 表示 応答 確認

MWIActivate パラメータ 未定義 未定義 -1

MWIDeactivate パラメータ 未定義 未定義 -1

MWIInterrogate 未定義 パラメータ パラメータ 未定義

１　“-”はパラメータが存在しないことを示す（製造者特有のパラメータが与えられるかも知
れない）

7.4.3.2 プリミティブ定義

これらのプリミティブの定義を以下に示す。

a) MWIActivate.requestはサービス対象ユーザにおいて SS-MWIを開始するため使用される

b) MWIActivate.confirm はサービス対象ユーザにおいて SS-MWIの開始が成功したか失敗したかを伝える

c) MWIDeactivate.requestはサービス対象ユーザにおいて SS-MWIを停止するため使用される

d) MWIDeactivate.confirmはサービス対象ユーザにおいて SS-MWIの停止が成功したか失敗したかを伝える

e) MWIInterrogate.indicationはサービス対象ユーザがその SS-MWI状態を問い合わせていることを表示する

f) MWIInterrogate.responseはサービス対象ユーザへMWIInterrogate Return Result APDUまたはMWIInterro-
gate Return Error APDUにより SS-MWI状態を伝える

7.4.3.3 パラメータ定義

MWIActivate.request パラメータ

・servedUserNr: サービス対象ユーザのエンドポイントアドレス

・basicService: 開始の対象となるサービス

・msgCentreId: メッセージセンタの識別子（オプション）

・nbOfMessages: サービス対象ユーザのメッセージ数（オプション）

・originatingNr: メッセージを残したユーザのエンドポイントアドレス（オプション）

・timestamp: メッセージが残された時の時刻（オプション）

・priority: サービス対象ユーザへの最も高プライオリティのメッセージのプライオリティ（オプション）

MWIActivate.confirm(ackと rej)

・(rej)userNotSubscribed
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・(rej)invalidServedUserNumber

・(rej)basicServiceNotProvided

・(rej)undefined

MWIDeactivate.request パラメータ

・servedUserNr: サービス対象ユーザのエンドポイントアドレス

・basicService: 停止の対象となるサービス

・msgCentreId: メッセージセンタの識別子（オプション）

・callbackReq: 停止をコールバック要求に制限（オプション）

MWIDeactivate.confirm(ack と rej)

・(rej) userNotSubscribed

・(rej) invalidServedUserNumber

・(rej) basicServiceNotProvided

・(rej) undefined

MWIInterrogate.ind パラメータ

・servedUserNr: サービス対象ユーザのエンドポイントアドレス

・basicService: サービス対象ユーザによるMWI状態問い合わせの対象となるサービス

・msgCentreId: メッセージセンタの識別子（オプション）

・callbackReq: 結果をコールバック要求に制限（オプション）

MWIInterrogate.response(ackと rej)パラメータ

・(ack)MWIInterrogateRes: サービス対象ユーザのメッセージ待ち状態。もしMWIInterrogate.ind中のbasic-
Serviceが“allServices”ならば、メッセージセンタはサービス対象ユーザのために SS-MWIが開始されている
すべての基本サービスの一覧を提供しなければならない。

・(rej) userNotSubscribed

・(rej) invalidServedUserNumber

・(rej) notActivated

・(rej) invalidMsgCentreId

・(rej) undefined
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7.4.3.4 サービス対象ユーザプリミティブ

表 2/JT-H450.7

サービス対象ユーザプリミティブ

一般名称 タイプ

要求 表示 応答 確認

MWIActivate 未定義 パラメータ -1 未定義

MWIDeactivate 未定義 パラメータ -1 未定義

MWIInterrogate パラメータ 未定義 未定義 パラメータ

１　“-”はパラメータが存在しないことを示す（製造者特有のパラメータが与えられるかも知
れない）

7.4.3.5 プリミティブ定義

これらのプリミティブの定義を以下に示す。

a) MWIActivate.indicationはメッセージセンタからの SS-MWI開始を要求する信号である

b) MWIActivate.response(ackと rej)はメッセージセンタにより SS-MWI開始を認めるかまたは拒否する

c) MWIDeactivate.indicationメッセージセンタからの SS-MWI停止を要求する信号である

d) MWIDeactivate.response(ackと rej)はメッセージセンタにより SS-MWI停止を認めるかまたは拒否する

e) MWIInterrogate.requestはメッセージセンタから SS-MWI状態を得るために使用される

f) MWIInterrogate.confirmはメッセージセンタからの SS-MWI状態情報を伝えるのに使用される

7.4.3.6 パラメータ定義

MWIActivate.indication パラメータ

・servedUserNr: サービス対象ユーザのエンドポイントアドレス

・basicService: 開始の対象となるサービス

・msgCentreId: メッセージセンタの識別子（オプション）

・nbOfMessages: サービス対象ユーザのメッセージ数（オプション）

・originatingNr: メッセージを残したユーザのエンドポイントアドレス（オプション）

・timestamp: メッセージが残された時の時刻（オプション）

・priority: サービス対象ユーザへの最も優先度が高いメッセージの優先度（オプション）

MWIActivate.response (ackとrej)

・(rej) userNotSubscribed

・(rej) invalidServedUserNumber

・(rej) basicServiceNotProvided

・(rej) undefined
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MWIDeactivate.indication パラメータ

・servedUserNr: サービス対象ユーザのエンドポイントアドレス

・basicService: 停止の対象となるサービス

・ msgCentreId: メッセージセンタの識別子（オプション）

・callbackReq: 停止をコールバック要求に制限（オプション）

MWIDeactivate.response (ackとrej)

・(rej) userNotSubscribed

・(rej) invalidServedUserNumber

・(rej) basicServiceNotProvided

・(rej) undefined

MWIInterrogate.requestパラメータ

・servedUserNr: サービス対象ユーザのエンドポイントアドレス

・basicService: サービス対象ユーザによるMWI状態問い合わせの対象となるサービス

・msgCentreId: メッセージセンタの識別子（オプション）

・callbackReq: 結果をコールバック要求に制限（オプション）

MWIInterrogate.confirm(ackと rej)パラメータ

・(ack)MWIInterrogateRes: サービス対象ユーザのメッセージ待ち状態(プリミティブ定義の節を参照)

・(rej) userNotSubscribed

・(rej) invalidServedUserNumber

・(rej) notActivated

・(rej) invalidMsgCentreId

・(rej) undefined

7.5 ゲートキーパーでの動作

ゲートキーパーは透過的にmwiActivate Invoke APDUおよび mwiDeactivate Invoke APDUをサービス対象エン

ドポイントへ転送すべきである。ただし、ゲートキーパーないしプロキシは、例えばサービス対象エンドポイ

ントがサービス外の時に、コールバック要求を蓄積するなど、mwiActivate Invoke APDUおよび mwiDeactivate
Invoke APDUについてサービス対象ユーザとして動作しても良い。そのような場合、サービス対象エンドポイ

ントはそのMWIを次のように様々な方法で更新する。

・エンドポイントは、mwiInterrogate Invoke APDU をゲートキーパーないしプロキシへ送信しても良い。この
場合、mwiInterrogate Invoke APDU中の msgCentreIdがゲートキーパーないしプロキシの識別子とならなければ
ならない。

・ゲートキーパーないしプロキシは、要求に応じ、（通常はゲートキーパーとのエンドポイント登録に従っ

て）mwiActivate Invoke APDUおよび mwiDeactivate Invoke APDUをサービス対象エンドポイントへ送信しても
良い。

・JT-H450.7の適用範囲外のメカニズムの使用。

・通常この機能を使用することで、ゲートキーパーないしプロキシにおいて、未知のメッセージセン

タからサービスを提供できないエンドポイントへ送信された MWI 開始および停止の蓄積が可能にな
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る。これは特にコールバック要求の場合に当てはまる。そのようなエンドポイントのサービスが復旧

した時、既知のメッセージセンタへは MWIについて問い合わせることができるが、他には MWI 情報
の元に関する情報を持たないことになる。

・注-これらのメカニズムは、サービス対象ユーザから既知のメッセージセンタへ mwiInterrogate In-
voke APDUを用いて問い合わせることに加えて、あるいはその代わりとして用いることができる。

ゲートキーパーないしプロキシに蓄積された MWI 情報とサービス対象エンドポイントに蓄積された
情報との同期は、JT-H450.7の適用範囲外である。

7.6 SS-MWIと他の付加サービスとの相互動作

本節は、SS-MWIと、TTC標準 JT-H450で現在定義されている他の付加サービスとのプロトコル上の相互動作
を規定する。

本標準の後で出版された付加サービスとの相互動作については、それらの標準を参照せよ。

7.6.1 コールフォワーディング（forwarding）(SS-CFU, SS-CFNR, SS-CFB)との相互動作

相互動作無し。

注-MWIは転送先ユーザへ再転送されるべきではない。表示（ind）はサービス対象ユーザへ与えられても良い。

7.6.2 コールトランスファ（transfer）(SS-CT)との相互動作

相互動作無し。

7.6.3 コールホールド（hold）(SS-HOLD)との相互動作

相互動作無し。

7.6.4 コールパーク（Park）(SS-PARK)およびコールピックアップ（Pickup）(SS-PICKUP)との相互動作

相互動作無し。

7.6.5 コールウェイティング（Waiting）(SS-CW)との相互動作

相互動作無し。

7.7 SS-MWIにおけるセキュリティ上の注意

SS-MWIは JT-H225.0の呼非依存シグナリングコネクションを APDUの転送に用いている。サービス対象ユー
ザは、mwiActivate Invoke APDUないし mwiDeactivate Invoke APDUを処理する前に、メッセージセンタを認証
すべきである。同様に、メッセージセンタエンドポイントはmwiInterrogate Invoke APDUを受け入れる前に、
要求元のサービス対象ユーザを認証すべきである。認証手順は ITU-T勧告 H.235 に記述されている。

MWI 手順を用いたコールバック要求を受け入れるアプリケーションは、コールバックを開始する前にコール
バック要求の msgCentreIdフィールドにて提供される宛先アドレスをフィルタする手段を提供すべきである。

8. SS-MWI のシグナリングフロー

本節は、SS-MWIサービスのメッセージシーケンス例を示す。
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簡明にするため、エンドポイントとゲートキーパー間の相互動作は省略してある。そのような相互動作には、

受付けのための RAS メッセージ、および呼シグナリングのゲートキーパー中継が用いられる場合のメッセー
ジ中継が含まれる。ゲートキーパーは、普通は SS-MWIに対して透過的である。

8.1 SS-MWI開始のメッセージシーケンス例

本節は、SS-MWI開始のシーケンス例を示す。

最初の例は、MWI の最初の開始後にメッセージセンタエンドポイントによって呼非依存シグナリングコネク
ションが解放されないシナリオを示す。これは、例えばメッセージセンタエンドポイントが mwiActivate Re-
turn Result APDUを受信する前に待機中のメッセージ数が変化した時に起こり得る。

呼受付メッセージはエンドツーエンドに送信されないため、通常 APDUの返送結果には用いない。

メッセージセンタエ

ンドポイント
サービス対象ユーザ

呼設定

mwiActivate.inv

応答

mwiActivate.res

ファシリティ

mwiActivate.inv

ファシリティ

mwiActivate.res

解放完了

図 1/JT-H450.7

 SS-MWIの開始の例

MWI 開始メカニズムをコールバック要求のために用いることも可能である。この場合、オプションのorigi-
natingNr要素および nbOfMessages要素を含まなければならない。

メッセージセンタエ

ンドポイント
サービス対象ユーザ

呼設定

mwiActivate.inv

応答

mwiActivate.res

ファシリティ

mwiActivate.inv

ファシリティ

mwiActivate.res

解放完了

図 2 /JT-H450.7

SS-MWIを用いるコールバック要求の例
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8.2 SS-MWI停止のメッセージシーケンス例

本節は、SS－MWI停止のシーケンス例を示す。

メッセージセンタ

エンドポイント
サービス対象ユーザ

呼設定

mwiDeactivate.inv

応答

mwiDeactivate.res

解放完了

図 3/JT-H4507

 SS-MWIの停止の例

8.3 SS-MWI問い合わせのメッセージシーケンス例

本節は、SS－MWI問い合わせのシーケンス例を示す。

メッセージセンタ

エンドポイント
サービス対象ユーザ

呼設定

mwiInterrogate.inv

応答

mwiInterrogate.res

解放完了

図 4 /JT-H450.7

SS-MWIの問い合わせの例

9. 仕様記述言語（SDL）図

メッセージウェイティング通知のシグナリングエンティティの手続きは、図６/JT-H450.7 から図１０/JT-

H450.7 までの SDL で記述される。プリミティブとその意味は 7.4.3 節を参照すること。SDL と前節のテキス

トとの間に不一致がある場合、テキストが優先されなければならない。

SDLの記号は、図５/JT-H450.7で定義する。網を介して送られる JT-H450.1の APDUは、以下のボールド体の

文字の省略形で示される:

( .inv) Invoke APDU

( .rr) Return Result APDU

( .re) Return Error APDU
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( .rej) Reject APDU

（注記）原文では FIGURE 6/H.450.7から FIGURE 10/H.450.7において、一部に FIGURE 5/H.450.7に定義され
ていない記号が使用されているが、これは原文の誤りであり、本標準にて修正した。

  

‘

エンドユーザからの
プリミティブ

状態
リモートエンドポイ
ントへのメッセージ

エンドユーザへの
プリミティブ

処理
リモートエンドポイン
トからのメッセージ

図 5/JT-H450.7

 SDL記号

9.1 メッセージセンタエンドポイントにおけるSS-MWIの SDL記述

本節の図はメッセージセンタエンドポイントにおける SS-MWI付加サービス制御エンティティの動作を示す。
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MWI-MC-Idle

mwiActivate.inv
のメッセージ

MWI-MC-Wait

mwiActivate.err
のメッセージ

mwiActivate.res
のメッセージ

MWI-MC-Idle

メッセージセンタか
らの開始要求

T1タイマスタート

T1タイマ停止T1タイマ停止

開始リジェクト開始受け付け

T1タイマ満了

図 6 /JT-H450.7

メッセージセンタエンドポイントにおけるSS-MWI開始のSDL記述
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MWI-MC-Idle

mwiDeactivate.i
nvのメッセージ

MWI-MC-Wait

mwiDeactivate.e
rrのメッセージ

mwiDeactivate.r
esのメッセージ

MWI-MC-Idle

メッセージセンタか
らの停止要求

T1タイマスタート

T1タイマ停止T1タイマ停止

停止リジェクト停止受け付け

T1タイマ満了

図 7/JT-H450.7

メッセージセンタエンドポイントにおけるSS-MWI停止のSDL記述
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MWI-MC-Idle

mwiInterrogate.
invのメッセージ

問い合わせ
可能か？

mwiInterroga
te.errのメッ
セージ

mwiInterroga
te.resのメッ
セージ

MWI-MC-Idle

いいえ

はい

MWI問い合わせ

図 8/JT-H450.7

メッセージセンタエンドポイントにおけるSS-MWI問い合わせのSDL記述
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9.2 サービス対象ユーザにおけるSS-MWIの SDL記述

本節の図はサービス対象ユーザにおける SS-MWI付加サービス制御エンティティの動作を示す。

MWI-Ser-Idle

mwiActivate.inv
のメッセージ

開始可能
か？

mwiActivate.
errのメッ
セージ

mwiActivate.
resのメッ
セージ

MWI-Ser-Idle

mwiDeactivate.i
nvのメッセ－ジ

停止可能
か？

mwiDeactivat
e.errのメッ
セージ

mwiDeactivat
e.resのメッ
セージ

MWI-Ser-Idle

いいえ

はい

いいえ

はい

MWI開始 MWI停止

図 9/JT-H450.7

 サービス対象エンドポイントにおけるSS-MWI開始／停止のSDL記述
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MWI-Ser-Idle

mwiInterroga
te.invのメッ
セージ

T2タイマスタート

MWI-Ser-Wait

mwiInterrogate.
errのメッセージ

mwiInterrogate.
resのメッセージ

MWI-Ser-Idle

ユーザからの問
い合わせ要求

問い合わせリ
ジェクト

問い合わせ受
付

T2タイマ停止T2タイマ停止

T2タイマ停止

図 10/JT-H450.7

サービス対象エンドポイントにおけるSS-MWI 問い合わせのSDL記述
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